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Keywords ドパミン神経 / パーキンソンモデルラット / ドパミントランスポータ

Research Abstract 昨年度までに⾏われたパーキンソンモデルラットを⽤いて⾏われたドパミン神経系、⾎流の各オートラジオグラフィーデータを基にStatistic parametric
mappingを⽤いた統計的画像解析を⾏った。コントロール群(20例)のオートラジオグラフィー画像をAnalyzeフォーマットに変換してからノーマルテンプレー
トとマスク画像を作成し、さらに標準化した各脳画像を集積して正常データベースを作成した。脳⾎流については、刺⼊部位を除いて有意な脳⾎流低下部は認
めなかった。これに対して、ドパミントランスポータ画像では正常画像に⽐較して有意な病変側基底核の低下を⽰した。しかし、D2ドパミン受容体では明らか
な低下はなく、むしろやや病変側で⾼く⽰された。ステロイドは、神経変性を抑制すると予想されるのでパーキンソンモデルラットへ障害早期に投与すること
によって、ドパミン神経系、⾎流に抑制効果が認められるかどうかを検証してみた。脳⾎流の変化は有意な変化はなかった。ドパミントランスポータの低下に
は抑制傾向が⾒られたが、統計的には有意ではなかった。 
本研究にて、ラットにおけるドパミントランスポータ画像は動物⾏動学的に明かな異常が出る以前のパーキンソン病早期障害の検出に有効と考えられた。今
後、ドパミン神経変性を遅らせる薬剤や神経機能回復をもたらす薬剤が開発されてきた場合に、ドパミントランスポータ画像で治療効果判定を客観的に⾏える
と考えられた。次の、ステップとして、ヒトにおいてパーキンソン病を発症する以前の患者を早期発⾒する研究を試みたい。ヒトでは、いまだにドパミントラ
ンスポータ画像製剤は臨床で認可されていないので、まず⼼筋モノアミントランスポータの描出が可能なI-123-MIBGを⽤いて、パーキンソン病の早期発⾒が可
能か否かを検討してみたい。
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